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★
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
終
わ
っ

た
。
選
挙
は
勝
つ
か
負
け
る
か
、
ど

ち
ら
か
1
つ
で
あ
る
。
健
闘
は
し
た

が
、
惜
し
く
も
負
け
た
で
は
駄
目
な

の
で
あ
る
。
相
手
に
1
票
で
も
多
く

取
り
、
勝
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
選
挙

は
極
め
て
正
直
で
あ
り
、
残
酷
で
も
あ
る
。
★
今
回

の
選
挙
で
も
、悲
喜
こ
も
ご
も
の
光
景
が
見
ら
れ
た
。

現
職
が
落
選
す
れ
ば
、
天
国
か
ら
地
獄
で
あ
り
、
新

人
に
と
っ
て
は
天
国
に
舞
い
上
が
っ
た
感
じ
で
あ
る
。

参
議
院
議
員
の
任
期
は
6
年
で
あ
り
、
敗
北
し
た
年

配
の
人
に
と
っ
て
は
引
退
を
宣
告
さ
れ
た
に
も
等
し

い
。
★
若
く
し
て
落
選
し
た
人
に
と
っ
て
も
、
次
の

選
挙
ま
で
6
年
間
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

間
、
他
の
首
長
や
衆
議
院
議
員
の
公
職
に
転
出
す
る

チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
く
れ
ば
い
い
が
、
そ
う
簡
単
に
は

い
か
な
い
。
生
活
費
や
次
期
選
挙
の
活
動
費
を
考
え

る
と
、
6
年
間
の
空
白
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。

復
活
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。
★
か
っ
て
、
自
民

党
の
副
総
裁
を
務
め
た
大
野
伴
睦
氏
が
、
猿
は
木
か

ら
落
ち
て
も
猿
で
あ
る
が
、
政
治
家
が
落
選
し
た
ら
、

た
だ
の
人
と
い
う
名
言
を
吐
い
た
が
、
現
実
は
ま
さ

に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
政
治
を
志
す

人
は
相
当
な
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
。
★
私
の
事
務
所

に
も
、
政
治
家
を
志
す
若
者
が
入
っ
て
来
る
。
立
候

補
し
て
、
当
選
す
る
こ
と
を
前
提
に
あ
れ
こ
れ
夢
を

語
っ
て
い
る
が
、
実
際
の
選
挙
の
厳
し
さ
は
分
か
ら

な
い
。
今
回
、
私
の
息
子
の
選
挙
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ

た
。
落
選
し
た
事
務
所
の
様
子
も
見
た
。
候
補
者
の

落
選
の
弁
も
聞
い
た
。
選
挙
の
厳
し
さ
を
肌
で
感
じ

た
。
そ
れ
で
も
、
な
お
か
つ
リ
ス
ク
を
負
っ
て
、
政

治
家
を
志
す
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
本
物
で
あ
る
。

令和元年
No.315

7月6日、JR草津駅でニ之湯候補への支援を訴える安倍自民党総裁

滋
賀
は
二
之
湯
氏
が
惜
敗

参議院選、自民、公明で安定多数
西田昌司氏圧倒的な強さを示す

参議院選、自民、公明で安定多数
西田昌司氏圧倒的な強さを示す

恒 心

7
月
21
日
執
行
さ
れ
た
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
自
民
、
公
明
両
党
の

選
挙
協
力
が
功
を
奏
し
、
両
党
で
過
半
数
を
上
回
る
議
席
を
獲
得
し
た
。
32

選
挙
区
あ
る
1
人
区
で
は
、
自
公
候
補
と
立
憲
、
国
民
、
共
産
、
社
民
の
統

一
候
補
と
の
激
し
い
戦
い
と
な
っ
た
が
、
統
一
候
補
は
10
の
選
挙
区
で
勝
利

を
収
め
た
。
京
都
選
挙
区
で
は
、
事
前
の
予
想
通
リ
、
自
民
党
公
認
、
公
明

党
推
薦
の
西
田
昌
司
候
補
が
共
産
、
立
憲
・
国
民
の
候
補
者
を
大
き
く
引
き

離
し
、
3
度
目
の
当
選
を
果
た
し
た
。
た
だ
、
選
挙
対
策
本
部
が
目
指
し
て

い
た
45
万
票
に
は
届
か
な
っ
た
。
2
位
に
は
、
共
産
党
現
職
の
倉
林
氏
が
、

後
半
激
し
く
追
い
上
げ
て
き
た
、
立
憲
・
国
民
の
増
原
氏
を
振
り
切
り
、
2

度
目
の
議
席
を
獲
得
し
、
京
都
に
お
け
る
共
産
党
の
底
力
を
発
揮
し
た
。
全

国
有
数
の
激
戦
区
と
な
っ
た
滋
賀
選
挙
区
で
は
、
自
民
公
認
・
公
明
推
薦
の

二
之
湯
武
史
氏
が
、
前
知
事
嘉
田
氏
の
知
名
度
に
押
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
再

選
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
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三
期
目
の
当
選
の
感
謝
と
決
意

選
対
本
部
長
の
二
ノ
湯
智
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
3
期

目
の
当
選
を
無
事
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
支
援

を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
、
共
産
党
の
現
職
と
立
憲
・
国
民
な
ど

の
野
党
統
一
候
補
と
の
事
実
上
の
三
つ
巴
の
選
挙
で
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
与
党
で
あ
る
公
明
党
と
の
選
挙
協

力
や
、
同
士
で
あ
る
府
会
・
市
会
の
議
員
の
方
々
や
支
援

団
体
の
皆
様
方
の
強
力
な
ご
支
援
の
お
陰
で
、
無
事
当
選

が
果
た
せ
ま
し
た
こ
と
を
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、「
経
世
済
民
こ
そ
政
治
の
使
命
」
と
い
う
こ
と

を
今
回
の
選
挙
で
訴
え
て
き
ま
し
た
。
世
の
中
が
安
定
し

て
誰
も
が
幸
せ
を
実
感
出
来
る
社
会
を
作
る
こ
と
が
、
経

済
、
即
ち
経
世
済
民
の
本
来
の
意
味
で
す
。
バ
ブ
ル
崩
壊

後
の
新
自
由
主
義
路
線
に
歯
止
め
を
か
け
、
日
本
人
が
本

来
目
指
し
て
い
た
互
恵
社
会
を
作
る
た
め
に
全
力
で
頑
張

り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

参
議
院
議
員　

西
田
昌
司

西
田
昌
司
候
補
の
戦
い

二
ノ
湯
府
連
会
長
の
活
動

個人演説会（藤森神社）

出　陣　式

京丹後市の演説会

祝　賀　会 総決起大会

四条河原町の街頭演説

雨が心配されたが、当日は曇天で
まずまずの日和であった。早朝に
も関わらず約500人の熱心な支援
者が、西田候補の激励に訪れた。

多くの演説会に顔を出す 今回の参議院選挙で、二ノ湯自民党府連会長は、西田選挙事務所の選挙
対策本部長を務め、多くの個人演説会、集会に出席し、支援を訴えた。

演説会初日の演説会は、まだ選挙
戦ムードがなく、多くの議員が責
任者となるのを嫌がる。この会場
は、繁市会議員の担当だったが、
多くの人が参加した。

統一地方選挙では公認問題で紛糾
した地域。その後遺症が心配され
たが、案ずるより産むが易し、い
つもの演説会と変わらぬ人たちが
足を運んでくれた。

今回の選挙で、約1300の団体、企
業から推薦をいただいた。終盤、
推薦団体の人が集まって勝利を誓
い合った。世耕経産大臣も駆け付
けた。

各報道機関の事前調査によって、
西田候補は圧倒的に強いと言われ
ていた。予想通り、NHKは投票締
め切り直後に、当選確実のニュー
スを出した。

大きな選挙戦の最後を締めくくる
のは、いつも京都市の繁華街であ
る四条河原町。多くの支援者が集
まり、候補者に最後のエールを送っ
た。
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大
物
の
来
援
を
受
け
た
二
之
湯
武
史
候
補
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4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

自
民
党
参
議
院
議
員
会
長
に
関
口
氏

誰
か
ら
も
信
頼
の
あ
る
人
柄

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
終
わ
り
ま
し

た
。
結
果
は
自
民
、
公
明
候
補
が
健
闘

し
、
過
半
数
の
議
席
を
獲
得
、
安
倍
内
閣

が
多
く
の
国
民
か
ら
信
任
を
受
け
た
形
に

な
り
ま
し
た
。
京
都
選
挙
区
で
は
、
西
田

昌
司
氏
が
、
多
く
の
府
民
か
ら
暖
か
い
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
お
陰
様
で
最
高
位
で

当
選
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
選

対
本
部
で
目
標
と
し
た
45
万
票
に
は
及
び

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
西
田
氏
に
と
っ
て
過

去
最
高
の
得
票
で
あ
り
、
ま
た
得
票
率
は

44
・
2
％
と
な
り
、
3
年
前
の
私
の
得
票

率
を
4
％
上
回
り
、
初
期
の
目
標
を
達
成

で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
長

男
武
史
が
、
再
選
を
目
指
し
た
滋
賀
選
挙

区
で
は
、
京
都
の
皆
様
に
も
、
ご
支
援
賜

り
な
が
ら
、
残
念
な
結
果
に
終
わ
り
ま
し

た
。
6
年
間
の
本
人
の
努
力
不
足
と
深
く

反
省
を
し
て
お
り
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
、

皆
様
の
下
へ
足
を
運
び
、
直
接
、
御
礼
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
る
べ
き
所
で
す
が
、

公
職
選
挙
法
上
の
制
約
が
あ
り
、
取
り
急

ぎ
、
誌
上
に
て
、
御
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
結
び
に
、
暑
さ
厳
し

い
折
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
8
月
吉
日

参
議
院
議
員　

二
ノ
湯
　
智

御
礼
の
ご
挨
拶

委
員
会
の
設
置
、
引
退
、
あ
る
い
は
落

選
し
た
議
員
の
補
充
、
そ
し
て
新
人
議

員
の
各
委
員
会
へ
の
所
属
も
決
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
前
期
ま
で
の
決
算
委

員
会
の
委
員
長
が
今
期
で
引
退
し
た
た

め
に
、
新
し
く
選
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
。
決
算
の
参
議
院
と
言
わ

れ
て
い
る
通
り
、
決
算
委
員
会
の
委
員

長
は
重
い
役
職
で
、
ベ
テ
ラ
ン
が
務
め

て
い
る
。
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
が
、
再

び
委
員
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

8
月
1
日
、
参
議
院
議
員
選
挙
後
、
初

め
て
の
臨
時
国
会
が
召
集
さ
れ
た
。
会
期

は
5
日
ま
で
の
5
日
間
で
あ
る
。
参
議
院

と
し
て
、
先
ず
、
院
の
構
成
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
最
初
に
、
議
長
、
副
議
長

を
選
出
す
る
必
要
が
あ
る
。
続
い
て
、
常

任
委
員
長
な
ど
を
決
め
る
。
そ
し
て
特
別

参
議
院
選
挙
後
に
、
先
ず
自
民
党
参

議
院
議
員
会
の
会
長
を
選
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
選
出
に
は
、
今
後
3
年
間
の

議
員
会
の
運
営
の
主
導
権
が
ど
の
グ
ル
ー

プ
が
握
る
の
か
、
議
員
に
と
っ
て
関
心
の

深
い
人
事
で
あ
る
。
7
月
29
日
に
実
施
さ

れ
る
会
長
選
挙
に
参
加
出
来
る
人
は
、
現

職
の
参
議
院
議
員
と
な
っ
て
お
り
、
党
所

属
の
参
議
院
議
員
は
、
現
在
、
113
名
で
あ

る
。
会
長
選
挙
に
立
候
補
を
希
望
す
る
議

員
は
、10
名
の
推
薦
議
員
の
賛
同
を
得
て
、

7
月
25
日
ま
で
に
立
候
補
の
届
け
出
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
関
口
昌
一
氏

（
埼
玉
選
挙
区
）以
外
に
、
立
候
補
を
表

明
す
る
議
員
が
な
く
、
無
投
票
で
関
口

氏
に
決
定
し
た
。関
口
氏
は
歯
科
医
で
、

埼
玉
県
議
会
議
員
を
3
期
務
め
、
平
成

16
年
10
月
、
参
議
院
補
欠
選
挙
で
、
初

当
選
し
、
現
在
4
期
目
。
こ
の
間
、
総

務
副
大
臣
等
を
歴
任
し
、
直
前
ま
で
国

会
対
策
委
員
長
と
し
て
、
法
案
審
議
の

円
滑
化
な
成
立
に
汗
を
流
し
た
。
温
厚

で
、
真
面
目
な
人
柄
、
野
党
は
じ
め
、

誰
か
ら
も
厚
い
信
頼
が
あ
る
。
今
回
、

自
民
党
参
議
院
の
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
、

満
場
一
致
で
会
長
に
推
さ
れ
た
。
会
長

の
任
期
は
3
年
で
あ
り
、
会
長
は
副
会

長
、
幹
事
長
、
政
策
審
議
会
長
、
国
会

対
策
委
員
長
を
推
薦
す
る
権
限
が
あ

り
、
自
民
党
参
議
院
議
員
に
と
っ
て
、

最
高
権
力
の
ポ
ス
ト
で
あ
る
。

二
ノ
湯
参
議
院
議
員

決
算
委
員
長
に
再
び
就
任

菅官房長官 岸田宏池会会長 小泉進次郞自民党厚労部会長

公示日、人気の高い小泉進次郎氏
は個人的に大変親しい二之湯候補
の応援に、JR草津駅に駆け付けた。
今回の選挙で、小泉氏は、忙しい
にも関わらず、3回滋賀県に入った。

二之湯候補は政策グループ・宏池
会に所属している。会長は岸田政
調会長である。選挙戦後半の7月
17日、東近江市のアピアホールで
の個人演説会で、多くの聴衆に支
援を訴えた。

「令和おじさん」こと菅官房長官。
二之湯候補は日頃から、長官に指
導してもらっている。あいにくの
雨であったが、人気者菅官房長官
を見たいと大津市のコラボ滋賀21
に多くの人が集まった。
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慌
た
だ
し
い
会
館
の
引
っ
越
し

厳
し
い
現
実
に
直
面引っ越しの荷物搬送の為に、シートを

敷き詰めた参議院会館の廊下

早々と退居を完了した議員会館

一
、
参
議
院
選
挙
が
終
わ
っ
た
。
衆
議
院
選
挙

は
敗
者
復
活
が
あ
る
が
、
他
の
選
挙
は
勝
つ
か

負
け
る
か
の
二
者
択
一
。
現
職
と
言
え
ど
も
負

け
れ
ば
た
だ
の
人
。
こ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
し
て

い
る
世
界
は
な
い
。
選
挙
は
絶
対
に
負
け
て
は

な
ら
な
い
。

一
、
負
け
に
不
思
議
の
負
け
な
し
。
プ
ロ
野
球

の
野
村
克
也
氏
の
言
葉
と
し
て
有
名
で
あ
る

が
、
実
は
松
浦
静
山
の
剣
術
書
か
ら
の
引
用
で

あ
る
。
負
け
に
は
、
必
ず
そ
の
要
素
が
あ
る
。

そ
の
要
素
は
何
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
を
考
え
な

け
れ
ば
、
次
の
展
望
が
開
け
な
い
。
重
い
言
葉

で
あ
る
。

一
、
動
機
が
は
っ
き
り
し
な
い
放
火
魔
に
よ
っ

て
、
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
働
い
て
い
た
多

く
の
人
が
、
犠
牲
と
な
っ
た
。
こ
ん
な
悲
惨
で

残
酷
な
事
件
は
、
日
本
に
お
い
て
、
か
っ
て
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
犠
牲
者
に
心
か
ら
の

哀
悼
の
誠
を
捧
げ
た
い
。

一
、
今
年
の
よ
う
に
不
順
な
天
候
が
続
く
と
、

暑
い
夏
の
季
節
に
、
1
年
の
大
半
の
生
活
費
を

稼
ぐ
商
売
は
ま
さ
に
上
が
っ
た
り
で
あ
る
。
7

月
に
入
っ
て
、
炎
天
下
と
い
う
日
は
な
い
。
熱

中
症
に
な
る
人
は
な
い
が
、
商
売
が
出
来
ず
、

生
活
に
困
る
人
が
出
て
く
る
。

一
、
慰
安
婦
問
題
か
ら
端
を
発
し
、
徴
用
工
訴

訟
、
自
衛
隊
機
へ
の
照
射
事
件
、
そ
し
て
韓
国

へ
の
輸
出
規
制
と
、
今
や
日
韓
関
係
は
険
悪
な

状
態
と
な
っ
て
い
る
。
反
日
を
煽
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
韓
国
大
統
領
の
支
持
率
が
上
が
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
困
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
、
イ
ラ
ン
の
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
波
高
し
で
あ

る
。
日
本
に
と
っ
て
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
供
給
に
と
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
海

路
で
あ
り
、
生
命
線
で
あ
る
。
こ
の
海
峡
の
自

由
航
路
を
確
保
す
る
こ
と
に
、
我
が
国
は
何
が

で
き
る
の
か
、
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

一
、
選
挙
前
に
、
2
千
万
の
年
金
不
足
が
浮
上

し
た
。
お
金
も
大
事
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
95

才
ま
で
元
気
で
い
る
健
康
長
寿
を
、
先
ず
心
掛

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
日
常
生

活
に
運
動
を
取
り
入
れ
る
必
要
性
を
個
人
演
説

会
で
訴
え
た
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」の発行を
はじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご支援いただける
会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張にご賛同
いただき、ご入会下さいますようお願い申し上げ
ます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

選
挙
直
後
の
7
月
22
日
午
前
、
今
回
落
選
し

た
議
員
の
部
屋
へ
、
議
員
会
館
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
と
参
議
院
警
備
部
の
職
員
が
来
訪
、
議
員

会
館
の
退
居
に
つ
い
て
話
が
あ
っ
た
。
そ
の
内

容
は
、
議
員
会
館
は
7
月
25
日
、
議
員
宿
舎
は

7
月
28
日
ま
で
に
荷
物
を
取
り
払
い
、
明
け
渡

し
て
欲
し
い
と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
双
方
と

も
僅
か
1
週
間
で
荷
物
を
整
理
し
、
引
っ
越
す

こ
と
は
、
非
常
に
過
酷
で
難
し
い
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
秘
書
達
は
一
生
懸
命
後
片
付
け
を
し
て

い
た
。
今
ま
で
選
挙
の
度
に
何
回
も
見
て
き
た

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
少
し
寂
し
い
気
持
ち
に

な
っ
て
き
た
。

二之湯武史は、引き続き滋賀にて
政治活動を継続させて頂きます
惜しくも落選したとは言え、二之湯武史は多くの県民から力
強い支援をいただきました。しかも、議員として、6年間の在任
中、色 な々方との強い人間関係も出来ました。事務所の体制は、
これから整えて参るところでございますが、これからも滋賀県
の発展のために頑張って参りますので、今後ともご指導の程、
何卒よろしくお願い申し上げます。

二ノ湯　智参議院議員

連日、厳しい暑さが続いています。ご機嫌いかがですか。
　　日頃は私の政治活動に何かとお世話になり、
　　　　　　　　　　　　　誠に有難うございます。
　酷暑の折、お身体に十分気を付けて、
　　　　　　　お元気でこの夏を乗り切ってください。

令和元年8月吉日

暑中お見舞い申し上げます。


